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2024年 12月期通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

  当社は、2024年 10月 29日に公表いたしました 2024年 12月期通期（2024年１月１日～2024年

12月 31日）の連結業績予想と実績を比較し、下記の通り差異が生じましたので、お知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．2024年 12月期通期（2024年１月１日～2024年 12月 31日）の連結業績予想と実績の差異 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 円 銭 

予想値（Ａ） 17,507 △246 △557 △514 △11.01 

実績値（Ｂ） 17,086 △552 △150 △341 △7.49 

増減額（Ｂ－Ａ） △420 △306 407 173 ― 

増減率（ ％ ） △2.4% ― ― ― ― 
（参考）前年同期実績 

（2023年 12月期通期） 18,199 △1,309 △1,100 △2,227 △55.51 

 

２．差異の理由 

2024 年 10 月 29 日公表の 2024 年 12 月期通期（2024 年１月１日～2024 年 12 月 31 日）の連

結業績予想は、売上高においては、『陰の実力者になりたくて！マスターオブガーデン（以下、

「カゲマス」）』２周年イベントや『2.5次元の誘惑（リリサ）天使たちのステージ（以下、「リ

リステ」）』の四半期にわたる貢献、『銀河英雄伝説 Die Neue Saga』のサービス開始がある

ことから、増加する見込みとしました。加えて、『WIND BREAKER 不良たちの英雄譚』（以下、

「ウィンヒロ」）において非連結の製作委員会が組成されることから、当該非連結製作委員会

からの受託売上および製作委員会内に生じる費用を営業外損失として連結処理にて取り込むこ

とを見込んでおりました。また、費用面においては、前四半期に４周年の『ドラゴンクエスト

タクト』や『リリステ』サービス開始に伴う広告宣伝費の反動により減少するものの、同じく

前四半期に『リリステ』のサービス開始に伴う資産計上があったことや売上高の増加に伴うサ

ーバー費やプラットフォーム手数料の計上により増加する見込みとしました。その結果、親会



社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比（2023 年 12 月期第４四半期親会社株主に

帰属する四半期純損失 1,117 百万円）で増益予想（2024 年 12 月期第４四半期親会社株主に帰

属する四半期純利益 457百万円）としておりました。 

この度、2024年 12月期第４四半期において、連結予想値と実績値の差異が生じましたのは、

『リリステ』が予想を下回ったものの『ドラゴンクエストタクト』や『カゲマス』など既存タ

イトルの貢献により売上高は予想を上回ったため、また、費用面においても、繰延税金資産の

期末評価による税金費用の計上があったものの、業務委託費や広告宣伝費などが抑制されたた

ため、結果として親会社株主に帰属する当期純利益が約２億円予想を上回ることとなりました。 

一方で、『ウィンヒロ』については、製作委員会の契約は締結したものの製作委員会の組成

に必要な出資金の払い込みが当期末を跨いだことにより、当期末時点では持分法適用会社とし

ての連結処理ができず、受託売上は予定通り計上したものの、営業外損失として取り込む予定

の金額は未実現の収益として直接売上高から控除したため、予想に対して売上高が約６億円減

少し、同額の営業外損失も減少することとなりました。 

このことから、売上高は予想値に対して 420 百万円、営業利益は 306 百万円下回り、経常利

益は 407百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は 173百万円上回ることとなりました。 

 

以上 


